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A0またはB1サイズに拡大して印刷します。

ここに内容を記載してください。

1枚目の一番上部のこの部分に「研究のポイント」として
2～4項目を箇条書きにして下さい



企業との共同研究による実用化事例

Product showcase 1
AIが胃がんの診断を支援する
早期胃がん深達度診断プログラム
早期胃癌の治療法の選択には、病変の正確な深達度診断が
必要ですが、その診断は医師の経験に基づいて行われています。
岡山大学と株式会社両備システムズの研究グループは人工知能
（AI）を用いた早期胃癌の内視鏡診断システムを開発しました。
このシステムを用いることで、確実な治療法の選択が期待されます。

Product showcase ３
点滴ラインなどの絡まりを防止する
チューブセパレーター
集中治療室や救命救急センターでは、重症患者さんの管理のため多くの点滴
チューブなどが使用されていますが、チューブが絡まることで正確に薬剤を投薬できない
ことや、チューブ交換や患者さん移動時に時間がかかることなどの問題がありました。
岡山大学とタキゲン製造株式会社は、点滴チューブの絡まりや落下を防止する、
絡み防止具「チューブセパレーター」を共同開発しました。

Product showcase ２
がん治療時の口（くち）の痛みを和らげたい
新規口腔粘膜保護材
口腔粘膜炎はがん化学療法中に口唇や舌に発症して、激しい痛みで
食事や会話、歯磨きが困難となるなど、QOLを著しく低下させます。
岡山大学とサンメディカル株式会社、株式会社モリタの研究グループは、
国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）の橋渡し研究
戦略的推進プログラム（シーズB）の支援を受け、新規口腔粘膜保護材を
開発し、2023年5月23日に医療機器（クラスⅡ）の承認を取得しました。
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